
新
緑
が
美
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
北
見
駅
前
の
広
場
に
も

ふ
り
注
ぐ
陽
ざ
し
の
中
、
木
陰

で
く
つ
ろ
ぐ
市
民
の
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
の
中
心
街
の
緑
地
で
あ
る

駅
前
広
場
は
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
広
場
に
あ
る

木
を
切
っ
て
し
ま
い
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
都
市
再
生
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
年
一
月
～
二
月
に
行
わ
れ

た
市
民
説
明
会
で
も
「
駅
前
広

場
を
壊
す
こ
と
に
は
反
対
」

「
ハ
ル
ニ
レ
の
木
も
あ
り
、
品

の
あ
る
広
場
」
と
、
駅
前
広
場

に
手
を
つ
け
る
市
の
計
画
へ
の

批
判
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し

た
。「

市
民
の
宝
」
と
も
い
え
る

広
場
を
解
体
し
て
い
い
の
か
、

も
う
一
度
考
え
て
み
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
保
険
第
一
号
被
保
険

者
（
六
十
五
歳
以
上
の
方
）

の
第
一
段
階
の
方
の
保
険
料

が
下
が
る
こ
と
が
十
四
日
に

行
わ
れ
た
第
三
回
臨
時
市
議

会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
第

六
期
計
画
で
は
、
第
一
段
階

（
生
活
保
護
受
給
者
、
非
課

税
で
年
収
八
〇
万
円
以
下
）

は
標
準
と
な
る
段
階
（
北
見

の
場
合
第
五
段
階
）
の
保
険

料
額
の
０
・
五
の
額
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

今
回
、
国
が
低
所
得
者
の
保

険
料
軽
減
を
行
う
措
置
を
と
り
、

第
一
段
階
の
保
険
料
は
標
準
段

階
の
〇
・
四
五
と
な
り
、
年
額

で
三
千
五
百
円
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、
消
費
税
増
税
へ
の
対

策
と
し
て
行
わ
れ
た
臨
時
福
祉

給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
年

も
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
の
方
に
つ
い

て
支
給
さ
れ
る
臨
時
給
付
金
は

１
人
６
千
円
（
昨
年
は
１
万
円
）

で
、
昨
年
同
様
、
市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
る
方
、
生
活
保
護

の
受
給
者
は
対
象
か
ら
除
か
れ

ま
す
。
申
請
は
８
月
以
降
と
な

り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
は

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
（
中
学
卒
業
ま
で
）
が
対
象

で
、
１
人
３
千
円
で
す
。

昨
年
は
で
き
な
か
っ
た
臨
時

福
祉
給
付
金
と
の
併
給
が
、
今

年
は
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
対
象
か
ら
は

ず
さ
れ
て
い
た
生
活
保
護
受
給

世
帯
に
つ
い
て
も
今
年
は
「
支

給
可
」
と
な
り
ま
し
た
。

申
請
は
６
月
１
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
児
童
手
当
の
現
況

届
け
の
案
内
文
書
に
給
付
金
の

申
請
用
紙
を
同
封
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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憲
法
を
実
践
で
き
な
い
総

理
は
、
そ
の
資
格
な
い
！

総
選
挙
で
、
初
め
て
共
産
党

に
入
れ
た
と
い
う
方
に
署
名
で

伺
っ
た
。
七
〇
代
の
方
だ
。

「
私
も
戦
前
派
の
ひ
と
り
だ
。

小
さ
か
っ
た
け
れ
ど
、
戦
争
は

嫌
だ
っ
た
思
い
は
今
で
も
あ
る
。

安
倍
を
ど
う
や
っ
た
ら
辞
め
さ

せ
れ
る
の
か
」
こ
う
話
し
て
、

安
倍
内
閣
の
動
き
に
怒
り
ま
く
っ

て
い
ま
し
た
。

「
中
国
と
の
関
係
で
も
、
あ

い
つ
は
憲
法
を
守
っ
て
い
な
い
。

外
交
で
と
こ
と
ん
や
り
あ
っ
て

も
い
な
い
。
靖
国
に
行
っ
た
り

し
て
、
結
局
自
分
の
野
望
の
た

め
に
、
言
葉
で
国
民
を
脅
し
て

い
る
」
と
い
い
ま
す
。

そ
う
言
わ
れ
れ
ば
、
安
倍
内

閣
は
出
て
き
た
時
か
ら
、
憲
法

も
自
民
党
の
歴
代
の
方
針
さ
え

守
る
姿
勢
が
な
い
。
『
憲
法
に

基
づ
い
た
戦
後
の
政
治
』
を
否

定
し
た
の
が
彼
だ
。
戦
後
の
日

本
は
、
七
〇
年
間
こ
れ
で
や
っ

て
き
た
の
に
、
そ
れ
が
で
き
な

い
総
理
は
、
日
本
の
総
理
の
資

格
が
な
い
ん
だ
。
こ
れ
を
は
っ

き
り
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

駅前広場の役割を実際に見て、
感じる、そして「都市再生計画」
でどう変えられようとしている
かを検証します。

６月１２日（金）
午後１時３０分から

主催：共産党北見市議団

「
日
本
共
産
党
北
見
地
区
委
員
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。



北
見
民
主
商
工
会
の
第
四

十
九
回
定
期
総
会
が
十
七
日
、

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
佐
々
木
泰
会
長
が

「
消
費
税
の
大
増
税
を
薄
め

る
一
方
で
、
大
企
業
や
富
裕

層
に
減
税
す
る
な
ど
、
安
倍

政
権
は
暴
走
政
治
に
ま
い
進

し
て
い
る
。
商
売
繁
盛
を
妨

げ
る
様
々
な
動
き
を
阻
止
す

る
た
め
に
一
点
共
闘
を
進
め

る
。
中
小
業
者
を
守
る
砦
と

し
て
、
さ
ら
に
前
進
を
」
と

あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
、
北
見
市
の

浦
商
工
観
光
部
長
、
北
商
連

の
池
田
事
務
局
長
、
日
本
共

産
党
北
見
地
区
委
員
会
の
菅

原
誠
副
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
分
納
相
談
、

国
保
料
減
免
、
パ
ソ
コ
ン
記

帳
や
共
済
会
、
婦
人
部
や
青

年
部
の
活
動
な
ど
多
彩
な
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
十
五
年
度
の
活

動
方
針
を
決
定
し
、
新
役
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

「
生
活
保
護
基
準
を
こ
れ

以
上
下
げ
ら
れ
た
ら
も
う
暮

ら
し
て
い
け
な
い
」
と
、
市

内
十
一
人
の
保
護
受
給
者
が

四
月
か
ら
の
保
護
費
引
き
下

げ
の
北
見
市
長
の
処
分
に
対

す
る
不
服
審
査
請
求
を
北
海

道
知
事
あ
て
に
提
出
し
ま
し

た
。

審
査
請
求
書
に
そ
れ

ぞ
れ
が
「
私
の
手
記
」
を
添

付
、
苦
し
い
生
活
の
実
態
を

訴
え
て
い
ま
す
。

審
査
請
求
書
の
提
出
は
北

見
生
健
会
の
大
橋
和
子
会
長
、

熊
谷
裕
事
務
局
長
、
大
場
ヨ

シ
子
理
事
が
参
加
、
高
畑
保

険
福
祉
部
長
に
申
請
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

北
見
生
健
会
は
、
「
生
活

保
護
基
準
の
改
悪
で
、
支
給

額
が
ど
う
変
わ
る
の
か
」
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
学
ぼ

う
と
、
十
二
日
に
市
の
担
当

者
を
招
い
て
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
練
習
用
シ
ー

ト
を
使
い
、
実
際
に
支
給
額

の
計
算
を
行
い
、
大
き
な
引

き
下
げ
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
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オホーツク勤労者医療協会の第３１回通常

社員総会が２３日に行われ、安倍政権の憲法

９条に反した「戦争ができる国」づくりと、

憲法２５条に反した社会保障を解体する攻撃

に抗し、無差別・平等の医療・介護の実現を

めざしがんばろうと意思統一しました。

総会では「戦後７０年・被爆７０年、私た

ちは安倍政権の戦争政策に反対し平和憲法を

守り、核兵器のない世界の実現にむけて、全

力でとりくみます」との特別決議を採択しま

した。

総会には、日本共産党北見地区委員会から

菊池豪一委員長が参加し、あいさつしました。

政
府
は
「
戦
争
法
案
」
を

閣
議
決
定
し
、
審
議
が
始
ま

り
ま
し
た
。
「
正
社
員
ゼ
ロ
」

法
案
と
言
わ
れ
る
労
働
者
派

遣
法
の
改
悪
案
、
国
民
負
担

を
増
や
す
医
療
保
険
法
の
改

悪
案
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
（
国

民
共
通
番
号
）
、
農
協
等
を

解
体
す
る
農
協
法
改
悪
案
な

ど
、
悪
法
が
次
々
と
。

一
方
、
国
民
の
運
動
も

「
悪
法
ゆ
る
さ
な
い
！
」
と

の
声
を
響
か
せ
、
国
会
の
内

外
で
た
た
か
い
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。

五
月
十
七
日
は
、
沖
縄
で

新
基
地
建
設
反
対
の
三
万
五

千
人
の
集
会
が
大
成
功
。

「
屈
し
な
い
！
」
の
文
字
が

テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
、
強

烈
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
も
届
け
る

と
言
い
ま
す
。
総
理
官
邸
は

真
剣
に
受
け
止
め
る
べ
き
で

す
。ま

た
同
じ
日
に
行
わ
れ
た

大
阪
の
住
民
投
票
は
、
文
字

ど
お
り
激
し
い
接
戦
の
中
で
、

橋
下
市
長
の
大
阪
都
構
想
は

住
民
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
ま

し
た
。
新
た
な
共
同
の
た
た

か
い
が
広
が
り
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
、
真
剣
に
考
え
て
、

悩
み
、
判
断
を
下
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
大
阪
の
み
な

ら
ず
国
政
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
も
た
た
か
い
は

続
い
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
や
森

林
組
合
、
漁
連
な
ど
が
開
い

た
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
国
会

決
議
を
守
れ
！
国
会
議
員
に

要
請
す
る
集
会
」
が
行
わ
れ
、

初
め
て
畠
山
和
也
議
員
と
私

と
、
衆
参
が
そ
ろ
っ
て
参
加

し
、
総
選
挙
で
の
躍
進
も
実

感
し
ま
し
た
。

ど
の
分
野
で
も
、
安
倍
暴

走
政
治
に
一
人
ひ
と
り
が
真

剣
に
向
き
合
い
、
自
ら
の
問

題
と
し
た
た
た
か
い
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
国
会
で
も
一
歩

も
引
か
な
い
論
戦
に
挑
み
ま

す
。国

会
内
外
の
た
た
か
い
を

広
げ
悪
法
を
断
念
に
追
い
込

み
、
葬
り
去
り
ま
し
ょ
う
！

紙
智
子
「
国
会
か
け
あ
る
記
」

た
た
か
い
と
論
戦
一
歩
も
引
か
ず

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

紙

智
子


